
平成15年 ンンホル二’ ク 

凱鱗 Nol017 
人口と世帯 

1月31日現在（）内は前回比、男23, 866(-9） 女26, 645(-17） 計50, 511(-26） 世帯18, 695(-3) 
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r 津軽地房三は昔から厳しい寒さを利用してほしもちづくりが盛んで、あちこちの軒下に、 
干している光景が見られました。 
しかし今では、ここ俵元地区でしか懐かしいほしもちのカーテンを見ることができません。 

ほしもちをつくって25年の三上慶子さんは、「昔ほど寒さがきびしくないから今は、周りを 
網で張った自作のほしもち小屋で作っています」と作業をしながら話していました。 
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「
か
あ
さ

ん
の
ア
イ
デ

ア
展
」
 

消
費
者
と
生
産
者

地
産
地
消
に
つ
い
て
考
え
る
 

×
 

ノ
 

児
「
畢
生徒
の
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い
 

第
三
十
六
回

市
内
小
中
学
校
美
術
展
 

「地
産
地
消
」
と
は
、
「地
場
生

産
ー
地
場
消
費
」
を
略
し
た
言

葉
で
、
「地
元
で
と
れ
た
生
産
物

を
地
元
で
消
費
す
る
」
と
い
う

意
味
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

お
も
り
理
事
、
り
ん

ご
農
家
の
ラ
ッ
キ

ー
 

生
活
改
善
グ
ル
ー
プ

白
取
ミ
キ
さ
ん
ら
五

人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
 

「地
元
e
新
鮮
・
安

全
な
食
材
を
地
元
の

消
費
者
へ
提
供
す
る

た
め
に
」
 
を
テー
マ

に
学
校
給
食
や
直
売

品
の
安
全
性
、
そ
し

て
有
機
低
農
薬
作
物

の
栽
培
方
法
な
ど
を

意
見
交
換
し
な
が
ら

み
ん
な
で
地
産
地
消

の
進
め
方
に
つ
い
て

ー
」
 
考
え
て
い
ま
し
た
。
 

r
 

講
済
地
域
の
中
て
女
性
か
級
く

に
遣
 

郵
、
引性
畦
・
・
令
一
”

h

遣
・
 
佐
“
，
一
一

‘
 

ア
 

テ
 

鍵筋 j/uQ) 度
ツ
 

、
 

ノ～、 

コ喜、 	, 」 
郵~ 

の力がこれからの農業を良くします一佐野会長 

や
っ
ば
り
自
分
の
 

作
品
が

一
番
 

気
に
な
る
？
 

お
母
さ
ん
、
弟
の
 

健
也
く
ん

（
右）

・C
一
緒
の
 

穂
乃
花
ち
ゃ
ん
（中
）
 

ノ
 

2 五所川原市役所 公35-2111 	平成15年 2 月15日 

農
家
の
女
性
と
消
費
者
が
そ
れ
ぞ
れ
実
践
し
て
い
る
知
識
や
技
術
を
交
換
す
る
 

「
かあ
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア
展
」
が

一
月
二
十
四
日
、
中
央
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。
 

五
所
川
原
地
区
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
と
五
所
川
原
地
域
農
業
改
良
普

及
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
今
年
で
二
十
七
回
に
な
る
同
展
に
は
、
豆
や
大
豆
を
使
っ
た

ア
イ
デ
ァ
料
理
、
加
工
品

（豆
腐
ハ
ン
バ
ー
グ
、
お
か
ら
ド
ー
ナ
ッ
ツ
な
ど
三
十
六

品
目
）
が
展
示
さ
れ
来
場
者
の
関
心
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
 

「地
域
の
中
で
女
性
が
輝
く
と
き
・

・」
と
題
さ
れ
た
講
演
会
で
、
県
J
A
女
性
組
織

協
議
会
の
佐
野
房
会
長
が
、又
フ
、消
費
者
は
安
心
、
安
全
な
昔
懐
か
し
い
味
を
求
め

て
い
る
。
私
た
ち
女
性
の
手
で
地
域
独
自
の
農
産
物
加
工
品
を
作
り
、
直
売
所
な
ど

で
販
路
を
拡
大
し
ま
し
ょ
う
」
と
提
案
し
ま
し
た
。
 

そ
の
後
の
生
産
者
と
消
費
者
の
交
流
会
で
は
、
市
田
緑
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
 

月
一
日
か
ら
三
日
ま
で
の
一一
百
間
、
 

エ
ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

内
の
エ
ル
ム
ホ
ー
ル
で
市
内
小
中
学
校

美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
創
意
工
夫
を
こ

ら
し
た
作
品
が
と
こ
ろ
狭
し
と
展
示
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
 

同
美
術
展
は
市
内
児
童
・
生
徒
の
美

術
教
育
の
充
実
と
向
上
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。
市
内
小
中
学
校
二
十
校
か
ら

五
百
三
十
八
点
の
作
品
が
出
展
さ
れ
、
 

牛
乳
パ
ッ
ク
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
身

近
な
素
材
を
工
夫
し
て
作
っ
た
お
も
ち

ゃ
な
ど
の
ほ
か
、
紙
粘
土
で
つ
く
っ
た

ア
ニ
メ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
人
気
ス
ポ

ー
 
 

ッ
選
手
の
人
形
な
ど
様
々
な
工
作
が
並

ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ひ
も
、
枯
葉

や
ス
ス
キ
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
等
を
貼
り
付

け
た
触
覚
絵
画
な
ど
の
力
作
に
来
場
者

の
目
が
引
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
 

冬
休
み
の
工
作
と
し
て
愛
犬
の
リ
ー
 

ち
ゃ
ん
を
紙
粘
土
で
つ
く
っ
た
今
本
穂

乃
花
ち
ゃ
ん

（
三
輪小
学
校
一
年
）
は
、
 

自
分
の
作
品
を
見
つ
け
ち
ょ
っ
と
恥
ず

か
し
そ
う
に
、
「リ
ー
ち
ゃ
ん
が
大
好
き
。
 

え
さ
を
あ
げ
た
り
散
歩
を
し
て
い
る
の
」
 

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
作
品
か
ら
も

穂
乃
花
ち
ゃ
ん
の
や
さ
し
い
気
持
ち
が

伝
わ
っ
て
き
ま
す
ね
。
 

市
で
は
五
所
川
原
市
農
産
物
加
工
セ

ン
タ
ー
振
興
対
策
協
議
会
の
協
力
を
得

て
、
毎
月
一
回
、
市
内
の
加
工
セ
ン
タ
 

ー
が
つ
く
る
地
場
産
品
の
直
売
会
を
行

っ
て
い
ま
す
。
地
元
で
作
っ
た
も
の
を

味
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

2
月
2
6日
困
 
1
1時
4
5分

、
1
3時
 

市
役
所
2
階
ロ
ビ

ー
 

マ
主
な
販
売
品
 
地
元
の
大
豆
で
作
っ

た
手
作
り
味
噌
・
豆
腐
。
赤
、
い
り
ん

ご
で
作
っ
た
ジ
ュ

ー
ス
・
ジ
ャ
ム
・
シ

ャ
ー
ベ
ッ
ト
な
ど
。
 

マ
間
い
合
わ
せ
農
政

課

内
線
3
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内線462 男女共同参画室より 
、
 
ノ
 

FAX : 35-3617 
Eーmail:goshogawara42@net.pref.aomori.jp  

ミニイソフォメーショソ No.8 

職員の前で闘演する 

市
職
員
が
 

意
識
づ

く
り
研
修
 

Diナる職員の意識っくり扉ご雫 

謙 	 曹 電 

男女共同参画社会の実現へ向けて 

まつりのお投に立ちた副と 『繊『を酒』ル地晃0 
圏す佐薦青明相談役 

五所川原市役所 公35一 2111 3 平成15年 2月15日 

市
で
は
一
月
三
十
一
日
、
働
く
婦
人
の
家
に
お
い
て
 
「男
女
共
同
参
画
社
会
に
お

け
る
職
員
の
意
識
づ
く
り
研
修
」
を
行
い
ま
し
た
。
 

佐
藤
恵
子
県
立
保
健
大
学
社
会
福
祉
学
科
助
教
授
が
講
演
し
、市
職
員
（副
主
幹
以

上
対
象
）約
九
十
人
が
男
女
共
同
参
画
の
現
状
や
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
 

講
演
の
中
で
佐
藤
助
教
授
は
、「男
女
共
同
参
画
社
会
の
必
要
性
を
男
女
平
等
の
実

現
、
個
人
の
尊
重
、
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
が
大
事
で
す
」
と
述
べ
、「特
に
性
差
別

役
割
分
業
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
見
直
し
な
ど
早
急
に
実
現
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と

が
多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
ふ
ま
え
て
行
政
が
率
先
し
て
取
り
組
む
べ

き
で
す
」
と
話
して
い
ま
し
た
。
講
演
終
了
後
、職
員
に
感
想
を
聞
く
と
、「パ
ワ
ー
あ

ふ
れ
る
講
演
を
聴
き
男
女
共
同
参
画
社
会
の
必
要
性
を
感
じ
た
」
「男
女
平
等
意
識
が

こ
れ
か
ら
の
社
会
づ
く
り
の
か
ぎ
に
な
る
た
め
み
ん
な
で
意
識
改
革
に
取
り
組
ま
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
認
識
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。
 

〇
男

女
共
同
参
画
社
会

実

現
の

た
め

の
取
組
 

男
女
共
同
参
画
は
、
将
来
に
向
け
た

住
み
よ
い
平
等
社
会
づ
く
り
と
も
言
わ

れ
る
よ
う
に
、
そ
の
機
能
が
各
分
野
に

広
く
わ
た
っ
て
い
て
、
ま
た
長
期
的
視

野
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

市
が
平
成
十
五
年
四
月
策
定
予
定
の

男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
実
施
計
画
に
つ

い
て
も
、市
民
と
事
業
者
、地
域
が
一
体

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。
 

5
ど
う
も
あ
りが
と
う
「」
ざ
いま
し
た
5
 

⑨
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
ス
ナ
ッ
ク
の
ぶ
子
（川
端
五
七
ー
一
）
 

H
一力
一
千
七
百
九
十
七
円
。
 

〇
渋
谷
正
夫
（金
山
字
泉
五
八
）
H
三
十

万
円
（
香
典
の
一
部
）
。
 

〇
日
本
将
棋
連
盟
五
所
川
原
支
部
（
桜

庭
典
人
支
部
長
）
H
六
千
円
（忘
年
囲

碁
将
棋
大
会
益
金
）
。
 

〇
五
所
川
原
セ
ン
タ
ー
碁
友
会
（
木
村

昭
七
会
長
）
H
六
千
円
（
忘
年
囲碁
将

棋
大
会
益
金
）
。
 

⑨
五
所
川
原
市
へ
 

〇
株
式
会
社
藤
恭
（
中
村
恭
章
代
表
取

締
役
）
H
寄
贈
（
立
侵
武多
台
車
ト
ラ

ス
発
電
機
引
出
用
開
口
改
修
、
三
台

分
）
改
修
で
発
電
機
の
着
脱
・
修
繕

が
格
段
に
容
易
と
な
り
ま
す
。
 

〇なぜ男女共同参画社会が必要なのか 
1）女性問題解決（男女平等の実現） 
女性問題とは、仕事と家庭の両立、女性への暴力、男女の賃金 
格差などです。 

2）個人の尊重（男女の個人としての自由な生き方の保障） 
すべての人間に生まれながらに与えられている普遍的な権利 

です。 
3）社会情勢の変化に対応（少子高齢化） 

女性の就業が進まず労働力が減少し経済成長に影響します。 

〇男女共同参画社会実現のための課題は何か 
1）性別役割分業、ジェンダーの見直しと変更 
「男は仕事、女は家庭」といった性別に基づく性別役割分業や 
ジェンダーを見直し、男女が対等なパートナーとして主体性を 
もった生き方をするための意識改革が必要です。 

2）政策・方針決定過程への女性の参画 

男女が喜びも責任も分かち合う男女共同参画社会を形成する 
には女性の積極的な参画が重要です。 

3）家庭・地域への男性の参画 

男女が性別に関わりなく仕事と家庭生活を両立させていくた 
めには互いの協力が必要です。 



国
保
年
金
課
 
内
線
2
1
4
・
2
1
5
 

出
産
育
児
一
時
金
の
 

お
知
ら
せ
 

歯を大切冨続父ミ主）包 

お子さんから大人の方まで大歓迎！妊婦の方は、特 
設コーナーがありますので、母子手帳をご持参くださ 
い。 
● 3月2日（日）10時～15時 
エルムの街ショッピングセンター2階工ルムホール 

寺 

乙ーー 	 利用いただいた先着200名 
ー 	の方に歯プラシをつしゼント

するワン！ 

× 

◇内容（全て無料） 
①歯の診察 ②歯の染め出し体験 
③歯間ブラシ、デンタルフロスの正しい使い方 
④むし歯になりやすい体質かがわかるテスト（限定 

100名、10時～14時） 
その他、盛りだくさん。また、いろいろな「お口の 
疑問、悩み等」相談に応じます。 

◇主催】五所川原市、五所川原市国民健康保険 
◇共催】青森県歯科医師会北五支部会 

青森県看護協会西北五支部 

回＝ザコ亡コ 
ー v 	 健康福祉課内線236 

撃タ.J\43-、等）引受Iり  刃物研ぎ 

―般作業分野 

●草刈り、除草 
●清掃 
●薬剤散布 
●配達 
●除排雪など 

専門技術分野 

・自動車運転など 

●病人等介護 
●高齢者介護 
●家事全般など 

サービス分野 

唾皿■ 

●建物管理 

●駐車場管理 

●守衛など 

踊 

シルバー人材センターは、就職は望まないが働く機会を得たい、何らかの収入を得たいという健康

で働く意欲のある高齢者の願いに応えるための団体で、地域の発展に寄与することを目的として運営

されています。 

⑥会員はこんな仕事をしています。 

~ 	 サービス分野 	 一般作業分野  n巧鳳 

●宛名書き 
●賞状書き 
●書類伝票整理など 

技能職分野 

●大工 
●襖・障子張り 
●植木勇定など 

”高齢者の豊かな経験と能力”を活用ください。 

＠歎五所川原市シルバー人材センター 
公(34)8844 五所川原市字岩木町12番地 

(35)2111（内線360) 

⑥会員の資格の更新 現在センターに登録している会員の方は、 

3月31日で資格が切れます。引き続き更新を希望される方は、 

年会費3,000円と友の会会費500円を持参のうえ、事務局まで。 
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新入会員を募集します！ 

「
いの
ち
ー
そ
の
尊
さ
」
 

公
開
講
座
 

あ
お
も
り
い
の
ち
の
電
話
事
務
局
 

費

0
1
7
2
(3
8)
4
34
3
 

F
A
X
O
l
7
2
（
胆

5
3
5
5
 

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
 

一
日
移
動
相
談
 

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

公
（

3
4)3
4
9
4
 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
が
出
産
し

た
と
き
、
申
請
に
よ
り
世
帯
主
に
対
し

出
産
育
児
一
時
金

（3
0万
円
）
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
妊
娠
1
2週
（
8
5日
）
 

以
降
で
あ
れ
ば
死
産
・
流
産
で
も
支
給

さ
れ
ま
す
。
 

た
だ
し
、
他
の
健
康
保
険
な
ど
か
ら
、
 

こ
れ
に
相
当
す
る
給
付
を
受
け
ら
れ
る

場
合
を
除
き
ま
す
。
 

◇
申
請
に
必
要
な
も
の
 

母
子
健
康
手
帳
、
国
民
健
康
保
険
証
、
 

印
か
ん
、
世
）軍
王
名
義
の
通
帳

（郵

便
局
以
外
）
、死
産
・
流
産
の
場
合
は

医
師
の
証
明
書
 

シルバー人材センターからのお知らせ 

自
殺
予
防
電
話
相
談
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て
い
る
 
「あ
お
も
り
い
の
ち

の
電
話
」
の
公
開
講
座
。
参
加
無
料
。
 

●

2
月
2
2日
田
 
1
4時
5
1
6時
 

中
央
公
民
館
 

（
親
を
自殺
で
亡
く
し
た
遺
児
の
体
験
 

談
の
ビ
デ
オ
も
放
映
予
定
。）
 

◇
講
師
 
石
川
敏
一
 （
あお
も
り
い
の
 

ち
の
電
話
代
表
）
 

◇
申
込
方
法
 
月
、
金
曜
日
の
1
3時

、
 

1
7時
に
電
話
ま
た
は
F
A
X
で
お
申
 

し
込
み
く
だ
さ
い
。
先
着
8
0名
。
 

青
森
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

移
動
相
談
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
福
祉
の

職
場
で
働
き
た
い
方
を
対
象
に
福
祉
人

材
セ
ン
タ
ー
登
録
、
福
祉
の
資
格
取
得

や
就
職
な
ど
の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
 

●

2
月
2
8日
岡
 
1
0時
5
1
5時

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
 

2
階
相
談
室
（
相
談
無
料
）
 

※
会
場
へ
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 ,
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の空に全国各地の凧か舞う 

（社）五所川原市観光協会 TEL(38)1 515 

凧揚げ大会前夜祭 凧揚 1ず大会 

日本全国の凧の会の皆さんとの交流パーテイー 

です。アトラクションとして、ねぷた嚇子のほか、 

珍しい全国の凧のオークションなどが行われます。 

●3月 8日田 18時 

ホテルサンルート五所川原 

◇参加料 1人 4,000円（小学生以下 2,000円） 

◇参加申込 事務局にて随時受付しております。 

当日会場でも受付できます。 

●3 月 9日同 9時30分 

岩木川河川公園 

◇競技種目 

・Aクラス子どもの部（中学生以下）自作凧大歓迎 

・Bクラス伝統凧の部（津軽凧以外） 

・Cクラス 創作凧の部 

・Dクラス 津軽凧高校生・一般の部（大きさ西の

内 8枚以下） 

・Eクラス 津軽凧高校生・一般の部（大きさ西の

内 9枚以上） 

・Fクラス 団体の部 

◇審査方法 見栄え（絵柄など）、安定度（揚げ方・ 

技術）、マナー、うなり（津軽凧のみ） 

◇表彰 各クラスごとに次のとおり表彰を行います。 

最優秀賞・・・1名 

優秀賞・・・5名 

努力賞・・・若干名 

参加賞・・・参加者全員 

◇参加料 無 料 

※どなたでも参加できます。 

◇参加申込 所定の申込用紙に記入して 2 月21日 

国までにお申込ください。当日会場でも受付で 

きます。 

「第6回禁珠のカモシ力調査会」参加者募集 
県立自然ふれあいセンター TELO1 72(62)4527 

公証（法律）無料相談の開設 
市民課 内線220 

市では、青森公証人会の協力を得て

公証無料相談を行います。大切な契約

や遺言は、公正証書にしておくと安心

です。お気軽にご相談ください。 

●3月 5日困 10時～15時 

市役所北棟 2階 市民相談室 

※定員 8名になり次第締め切ります 

ので、市民課までお申し込みくだ 

さい。 

ふたりのビッグショー放映 
1月20日明）にオルテンシアで収録

されたNHK 「ふたりのビッグショ 

ー」 が次のとおり放映になりますの

で、是非ご覧ください。 

く本放送〉2月21日国 20時 

〈再放送〉2月24日明） 16時15分 

野生動物の生態に詳しい講師と一緒に、ニホンカモシカの実

際の姿や足跡などを探して野生動物について見識を深め、自然

保護の意識を高めましょう。 

●驚珠山に生息するカモシカの数を数えよう！ 

3月1日田 9時～15時 

県民の森楚珠山（集合場所・・・県立自然ふれあいセンター） 

◇対 象 小学校 4年生以上で、冬季野外で 4---5時間活動 

ができる方。ただし、小中学生が個人で参加する場合は、保 

護者の承諾が必要です。定員50名。 

◇参加料 無 料 

◇持ち物 冬季野外活動にふさわしい服装・防寒具、昼食、 

水筒（飲み物）、おやつ、着替え、汗拭き、この他に必要な 

持ち物（準備できる方は持参）については申し込みの際にお 

尋ねください。 

◇申込方法 2月28日国まで 9時から16時30分までの間に、電 

話にて直接お申し込みください。 
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親子ご楽しめるコンサート 

カプlvi a'i$'2_____ 
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ど
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ど
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橋
 
幾
朗
 

と
芸
《又
永
わ
ら
 

題
字
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泉
 

lノズムで遊ぼう！ロツク・レゲエ・サンバに演歌！! 
出演：コンチェルト・ムジカ 

一 	 →べ」 

"  
' 	~ 

， 	一ー’  

曹 

◇問い合わせ先 

五所川原おやこ劇場 
TEl (34)21 70 

◇主催 五所川原おやこ劇場 

◇協賛 ふるさと交流圏民センタ
事務組合 

入場料（前売券）全席自由 

“親子券 4,800円 
（大人 1 名と子ども1名） 

328k 
オルテンシア 

コンサートホール 
開場】18時 

開演】18時30分 

幼児から大人まで誰でも

楽しめ、静かに聞＜だけ

でな＜、音楽の本当の楽

しさを理屈抜きで味わえ

るコンサートです。是非

ご参加＜ださい。 

〈ラケット取扱所〉 

・五所川原おpこ劇場 
TEL(34)21 70 

・オルランシア 
TEL(33)21 11 

・工ルムショッピソグセン5- 
案内力ウン5- 

TEL (33)8276 
・イオン柏ショッピンワセソ5ー 

案内力ウソ5-
TEL(25)3450 

・中三五所川原店 
TEL(34)31 31 

・大人券 3,200円 
（高校生以上） 

・子ども券 2,000円 

（中学生きで） 

五所川原市役所 公35-2111 	平成15年 2 月15日 6 



い
い
こ
こ
ろ
 
み
んな
の
か
ら
だ
を

ま
も
る
ん
だ
 

鶴
ケ
岡
小
1
年
 
乗

田
 
優
樹

じ
ぶ
ん
が
ね
 
い
や
な
こ
と
な
ら
 
み
ん
な
い
や
 

鶴
ケ
岡
小
1
年
 
木
村
 
優
宇
子

ご
め
ん
ね
と
 
あ
や
ま
る
人
は
 
と
も
だ
ち
さ
 

中
央
小
1
年
 
成
田
 

亜
優
 

中
学
年

の
部
 

あ
い
さ
つ
は
 
心
と
心
を
 
つ
な
ぐ
糸

鶴
ケ
岡
小
3
年
 
青
山
 

奈
央
 

「
だい
じ
ょ
う
ぶ
？
」
そ
の
一
言
で
す
く
わ
れ
る

栄
小
3
年
 
宮

下
 
鈴
奈

あ
い
さ
つ
の
 
心
が
大
事
 
え
顔
も
ね

長
橋
小
3
年
 
長
尾
 

初
美

泣
か
な
い
で
 
君
は
み
ん
な
と
 
い
つ
し
ょ
だ
よ

長
橋
小
4
年
 
長
内
 

彩
夏

お
い
し
い
な
 
家
族
で
食
べ
る
 
ば
ん
ご
は
ん

飯
詰
小
3
年
 
高
谷
 

亮
介

考
え
て
 
や
つ
て
い
い
こ
と
 
悪
い
こ
A
J
 

南
小
4
年
 
村
井
 

優
美
 

か
ん
け
い
な
い
 
そう
思
わ
ず
に
言
お
う
 
「や
め
 

な
よ
。」
と
 

東
小
4
年
 
対
馬
 
未
沙
子
 

あ
い
さ
つ
で
 
心
に
灯
り
を
 
と
も
そ
う
よ
 

藻
川
小
4
年
 
開

米
 
圭
佑
 

ーョ
1，
ユ
，
「■，
r
“
」
 

三
主
．
“
】
』
！
目

m
匡
 

注
意
し
て
 
友
だ
ち
助
け
る
 
勇
気
持
て
 

栄
小
6
年
 
対
馬
 

聖
也

お
は
よ
う
の
 
そ
の
一
言
で
 
友
達
さ
 

藻
川
小
5
年
 

川
浪
 
里
子

よ
く
み
れ
ば
 
顔
に
で
て
い
る
 
赤
信
号
 

長
橋
小
5
年
 
松
野
 
亜
弥

見
て
な
い
ふ
り
し
て
止
め
な
い
君
も
 
い
じめ
て
る
 

長
橋
小
6
年
 

村
上
 
聖
隆

や
め
よ
う
よ
 
い
じ
め
て
ど
う
す
る
 
何
が
あ
る
 

長
橋
小
6
年
 
加
納
 
あ
ゆ
み

み
ん
な
の
笑
顔
 
太
陽
よ
り
も
 
光
っ
て
る
 

鶴
ケ
岡
小
6
年
 
田

中
 
麻
美

話
し
合
お
う
よ
 
き
ら
い
な
人
が
 
い
な
く
な
る

南
小
6
年
 
丸
海
老
 
暗
平

あ
い
さ
つ
は
 
心
と
心
の
 
虹
の
橋
 

中
央
小
6
年
 
小

関
 
真
未
 

ほ
ん
と
う
は
 
あ
な
た
の
心
 
や
さ
し
い
よ
 

羽
野
木
沢
小
6
年
 
斎
藤
 
絵
理
 

あ
り
が
と
う
 
そ
の
一
言
で
 
い
い
気
分
 

飯
詰
小
5
年
 
坂
本
 
知
優
 

ー
 

朝
起
き
て
 
心
の
体
操
 
一

・
 
・
 
一
 

三
好
中
1
年
 
渡
辺
 

優

笑
っ
て
も
 
泣
い
て
る
心
は
 
す
ぐ
そ
こ
に
 

」
一
好中
1
年
 
一
一P
 
理
沙

あ
な
た
の
一
言
救
う
一
言
？

傷
つ
け
る
一
言
？
 

「
一
好中
2
年
 
一
一P
 
聖
也

何
し
て
も
 
い
い
と
思
う
な
 
そ
の
心
 

「
舜
中
3
年
 
竹
谷
 
育
実

い
じ
め
っ
子
 
と
め
な
い
人
も
 
い
じ
め
っ
子
 

五
一
中
1
年
 
高
橋
 
晃
輔

い
じ
め
の
輪
 
勇
気
を
出
し
て
 
止
め
て
み
よ
 

五
一
中
2
年
 
葛
西
 
真
綾

君
は
い
じ
め
て
 
何
を
得
る
 

五

一
中
2
年
 
川
浪
 
史
順

は
じ
め
よ
う
 
ほ
ん
の
少
し
の
 
思
い
や
り
 

五

一
中
3
年
 
木
村
 
理
子

が
ま
ん
せ
ず
 
耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
ら
 
s
O
S
 

五

一
中
3
年
 

田
村
 
圭
 

『い
じ
め与
『山
の
健
康』
蔵
考え
る
標
調5
入
選
 

五
所
川
原
市
学

校
保
健
会
で

は
、
市
内
の
小
中
学
生

を
対
象
に
心
豊
か
な

生
活
を
送

れ
る
よ
ー
つ
「い
じ
め
」
p

「心
の
健
康

」
に
関
弓
る
標
語
を
募
集
し
き
し

た
。
こ
こ
に

入
選
し
た
児
童
生
徒

の
作
品
を
紹
介
し
き
弓
。
 

胸
を
張
り
 
い
や
だ
と
言
え
る
 
勇
気
持
と
う
 

中
央
小
6
年
 
松
江
 
佑
允

い
や
だ
と
言
え
る
 
勇
気
持
と
う
 

交辻lNこ-..ノ＝予糸切I 支寸中． 

交通災害共済は、年間350円で交通事故はもちろ

ん自転車の自損事故などによる怪我で、 1日でも

治療受けた場合は、見舞金が支給される制度です。 

◆共済期間 4月1日から平成16年3月31日まで

◆加入資格 五所川原市に住所のある方であればど 

なたでも加入できます。 

◆申込先 環境対策課及び各支所窓ロ 

五所川原消防署管内1月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成14年度統一標語 

消す心 置いてください 火のそばに 

区 分 火 救 救 	助 
月別 累計 月別 累計 月別 累計 

平成15年 1 1 145 145 3 3 
平成14年 2 2 121 121 1 1 
比 	較 z 	1 △ 1 + 21 +

2
1
 

 
+2 2 

問合せ／五所川原地区消防事務組合消防本部丑35-2O1 9 （内線 23) 

火災・救急誇動概況 
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あなたも 
作ってみませんか 

◆  
料理紹介 

◆ 

Tーマ 

丁コクッキング 
～台所からのおもいやり～ 

五所川原市食生活改善推進員会 

野菜のとり方が少なくなりがちな冬季、ヘルシー 

なジャムを手作りしてみませんか。 

パンやョーグルト、クラッ力一やス

コーンにも良く合います。にんじ 可IH雷， 

ん嫌いのお子さんにもどうぞお試 rミうブ 

しあれ。 	 森●汝子会f 

可I,奪‘， 
rもA/ 

、一一／ 
森 苗文子会長、 

健 康 相 談 
病気の相談、心の相談、血圧測定など保健師が相談

に応じます。健康手帳をお持ちの方はご持参ください。 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター七和 2月26日困 11:30 -13:00 

高野文化センター 2 月28日困 10:00~ 12:00 

水野尾コミュニテイ消防センター 3月 3日明） 13:00-14:30 

錦町集会所 3月 6 日困 9 :30-12:00 

若山集会所 3 月 6日困 13:0O-14:30 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分 

◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

カ
 

日
”
  

4
健
 

児
診
 

平成14年 
10月生まれ 

3月 4 日

因 

小児科診察、身体計測、 
神経芽細胞腫検査セット
配布、離乳食試食、育児
情報交換等 

1歳6カ月児 
健 	診 

平成13年 
9 月生まれ 

3 月25日
因 

小児科一歯科診察、 
歯科保健指導、身体計測、 
発達相談等 

3 歳 児 
健 	診 

平成11年 
11月生まれ 

3 月20日
困 

＊対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体
計測、尿検査、視聴覚検
査、発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、健康福祉課までご連絡
ください。病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けるこ
とができます。健診当日は、駐車場が混雑しますので、市役
所駐車場もご利用ください。 

母と子の相談日 
，この相談日を、お子さん、お母さん達の交流の場

にもご利用できますので、気軽においでください。 

◆場所・・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・母子健康手帳 

開 設 日 時 	間 内 	容 

3 月 5 日困 ●各月齢での成長 

3月19日困 10 :00-12 :00 発達、育児、遊び 

* 19日午後は電話予 13 :00--15 :00 栄養（離乳食等）相談 

約となっています。 ●子育て等の情報交換 

献血のご案内 
期 日 時 	間 場 	 所 

3 月 5 日困 10:00-45:30 東芝メデイア機器株式会社 

『皮ごとつ＜るにんじんジャムI 
~ ”一”ー 

イ 

 

× 

 

【材 料】 

にんじん

砂 糖

レモン汁 

	180 g（約1本） 

	 80 g 
	  1/2コ分 
	 ノ 

  

栄養量 378kca1 塩分 0.2 g 
（上記の材料で出来あがった分量の栄養です） 

【作り方】 

①にんじんはよく洗って、皮付きのまま厚さ5ミリ 

の輪切りにして鍋に入れ、1カップの水で茄でる。 

②水が半量くらいになったら砂糖を加え、にんじ 

んが柔らかくなるまで煮詰める。 

③鍋の中身をミキサーにかけてピューレ状にし、 

再び鍋に戻し火にかけてレモン汁を加え、木べ

らで混ぜながら弱火でとろみが出るまで煮詰

める。（約12分くらい） 

‘嫁頭瞬麟ii,舞麺~ 
月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

2月16日 日
  

まっもと整形外科

クリニック 
五所川原市
下り枝4-4 33-5413 

2月23日 一
 

 てらだクリニック 
五所川原市 
稲実字米崎122- 17 33-1200 

※ 1．対応時間（電話で確認）9時から17時まで。 

2．その他、消防署（救急病院紹介云34-4999) で紹介します。 
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